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WB 1:1000-1:5000

Calculated MW:50 kDa; Observed MW:50 kDa
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、タンパク質チロシンホスファターゼ（PTP）ファミリーの創設メンバーであり、酵素活性とアミノ酸配列に基づいて単離され、同定されました。PTPは、特異的にチロシン残基上のリン酸モノエステルの加水分解を触媒します。PTPファミリーのメンバーは、触媒活性に必須の高度に保存された触媒モチーフを共有しています。PTPは、細胞の成長、分化、有糸分裂周期、および癌性形質転換などのさまざまな細胞プロセスを制御するシグナル伝達分子として知られています。このPTPは、インスリン受容体キナーゼのホスホチロシン残基を脱リン酸化することにより、インスリンシグナル伝達の負の調節因子として機能することが示されている。このPTPは、上皮成長因子受容体キナーゼ、JAK2、およびTYK2キナーゼを脱リン酸化することも報告されており、このPTPが細胞成長制御やインターフェロン刺激に対する細胞応答に役割を果たしていることが示唆されています。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする2つの転写変異体が見つかっています。[RefSeq提供、2013年7月]
	研究分野
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	PTP1B ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用して HepG2 細胞抽出物のウエスタンブロット分析を行いました。

